
   12月 26日 全校集会での話              校長 鈴木英已 

（前略） 

１ 行事  

夏休み以降には、１年宿泊研修、修学旅行、合唱発表会、ひびきあい集会などが行われました

が、みなさんは事前取り組みから本番当日まで、みごとにやり切りました。 

特に、合唱発表会の感動は、いまだに心に響いています。さらに入学説明会での３年生学年合

唱は、それは素晴らしいもので、保護者の方や小学校の先生からも賞賛の声が多く聞かれました。 

こうしたことが、毎日の生活から生まれていること。生徒会、専門委員会、クラス長、教科係、

学級の諸係の人たちがが、自分の役割を自覚し、みんなのために行動し、それに応えることがで

きていることが素晴らしいのです。 

 

２ あいさつ  

朝の昇降口や、廊下ですれ違うときに多くの人と挨拶をします。３年生の皆さんもいいですね。

すっと、自然に、気持ちよく挨拶を交わせていて、とてもいいなと思っています。 

 

挨拶について、こんな話が忘れられません。夏の中体連地区大会のサッカーで、本部にいた役

員の校長先生の話です。 

「地区大会決勝戦の試合前、アップのために本部前を選手が通るとき、中央中の選手は皆が挨拶

をして通りました。素晴らしい！と思っていると、対戦相手は、まったく挨拶もなく無言で通り

すぎていきました。 

私は、本当ならば中立の立場ですが、心の中では中央中を応援し、みごと優勝を収めた時には、

本当に嬉しくなりました。」 

自分から動ける人たちが、全員でうまくなるために練習をしてきた姿を、１・２年生が引き継

いでいるから今のサッカー部の成績があると思っています。 

 

あいさつは自分づくりと話をしてきました。今まで、うなずくことができていた人は声を出し

て、返事を返すことができていた人は自分から、ぜひ１つ上をめざしてほしいです。 

 

３ １・２年生の授業  

先日、数学の教科担任の米澤先生から、２年６組の SSの様子をビデオで見せてもらいました。

それは、聞く人を意識して、ノート・図を指さしながら説明をしているもので、聞く側もとても

集中していて「これはすごい！」と思いました。 

２年生の授業は、３年生に向けてどんどんよくなっているのですが、SS活動にはまだまだ差が

あるのも事実です。話をしてもどんな様子か分からないので、米澤先生は、１月の始業日に SSの

様子を皆さんに紹介してください。 

 

そして、１年生と２年生は、１分前学習を含めて学年の中でお互いの授業の様子を交流するこ

とを、学習担当の先生と計画してください。今年度高めてきたことをまとめ、来年度につなげた

いと考えています。 

 

それでは、充実した冬休みを過ごし、１月８日、元気なみなさんと会えることを楽しみにして

います。 


